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「 行事食・儀礼食 」調査研究の一考察
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戸板女子短期大学食物栄養科
1．はじめに
年中行事や通過儀礼において、江戸時代の雑煮に
は松下1) によると地域性があり、江戸は切餅で菜を
入れて清まし仕立て、大阪は丸餅で味噌仕立てとい
うように、ハレの日の食事は日本各地で様々な形で
伝承されてきた。しかし、最近では、これらの伝統
的な行事食の伝承は曖昧になっていると思われる。
2005年7月食文化研究推進懇談会において、「国内
において、日本型食生活の崩壊が顕著になりつつあ
り、食事を原因とする生活習慣病などの蔓延が大き
な社会問題となっている。（中略）もてなしや礼
儀、思いやりという日本人本来の精神構造に裏づけ
られた、日本の食文化の伝統を次世代の国民に継
承、発展させていく努力が必要である。」と総論に
記され、日本の食文化伝承の危機を説いている。
江原ら2) によると日本食文化の現状として、「好
きなものを、好きなときに、好きなだけ食べる食生
活は、心身機能に大きな障害をもたらしている。
（中略）そして、噛まないために歯や顎が発達しな
い子どもたちなど、日常食のハレ食化と飽食に、身
体面でも、精神面でも、赤信号がともっているのが
現状といえよう。」と述べている。昭和初期以降の
食文化の変化について地域資料から中澤3)4) は、戦
後と現在に至る暮らしと食の変化の要因として①生
業の変化、②食料貯蔵の変化、③食品の購入の変
化、④作る楽しみを指摘している。その中で、かつ
ては自給自足の必要から栽培していた食材や食品の
自作が趣味的な楽しみとして継続していることや自
分で作ったものは安全で味も良いということが、
「作る楽しみ」として昔からの食を続けている大き
な理由としている。このように、様々な食に関する
問題が懸念され、日本風土に根付いてきた食文化が
変化している。しかし、現在の日本でどのような行
事食が作られ、食べ続けられているかについての調
査は少なく、秋山5) の史的な調査による一部の儀礼
などに止まっている。
そこで、日本調理科学会により平成21～22年度の
特別研究として「調理科学会特別研究行事食・儀礼
食調査」の全国統一調査用紙を使用し、研究メン
バーとして参加した。本研究は、「行事食・儀礼
食」について全国レベルで比較検討するための一躍
として、関東地域に居住する本学の家庭を対象に、
どのような行事・儀式に関して認知し、実際に経験
しているか、どのような行事食を食しているのかな
どについて現況を明らかにすることを目的とし、今
後の食教育について考察した。
2．方法
2-1．調査対象
調査は、本学食物栄養科の学生に調査票を配布
し、留め置き式、自記式質問紙調査を実施し、期間
は平成22年１月～3月とした。回収率は77.6%とな
り、有効回答数は194票であった。
2-2．調査内容
調査内容は、調理科学会特別研究「行事食・儀礼
食」において作成した調査票を使用した。調査票
は、1)調査対象属性、2)五節句などの年中行事で供
される食べ物の認知・喫食状況、3)通過儀礼に供さ
れる食べ物の経験からなる３部構成となっている。
年中行事としては、「正月」「人日・七草」「節
分」「上巳・桃の節句・雛祭り」「彼岸の中日・春
分の日」「端午・菖蒲の節句」「盂蘭盆・中元」
「七夕」「土用の丑」「重陽・菊の節句」「お月
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見」「彼岸の中日・秋分の日」「冬至」「クリスマ
ス」「大晦日」「春まつり」「秋まつり」を調査項
目とした。通過儀礼としては、「出産祝い」「お七
夜」「百日祝い」「初誕生日」「誕生日」「七五
三」「成人式」「結納」「婚礼」「厄払い」「還
暦・古希・喜寿・米寿などの長寿祝い」「葬儀」
「法事」を調査項目とした。
3．調査結果および考察
3-1．調査対象属性
調査対象の居住地域は、東京都、千葉、神奈川、
埼玉、茨城の関東地方であった（図1）。家族構成
をみると、四世代（n = 2）、三世代（n = 28）、二
世代（n = 69）、同世代（n = 81）と核家族化の傾向
を示した（図2）。職業区分は、学生約67%と半数
以上が学生であった（表1）。
3-2．年中行事における行事食
日本における行事は、中国の行事を記した「荊楚
歳時記」が奈良時代に日本に伝来し、鎌倉時代の
「年中行事秘抄」などに引用されていることから、
貴族社会の年中行事として執り行われていたようで
ある6) 。暮らしの中の暦について、明日香村の石神
遺跡で出土した木簡暦にも中国で使用されていた元
嘉暦が採用されていたことから、中国の神話や宗教
（仏教伝来：西暦538年）が伝来し、日本の信仰心
と融合し独自の行事に発展したと思われる。農耕民
族である日本では、四季による気候の変化により、
その年の農作物の収穫量が左右されることから、神
供をそなえて神々を祀り、災害や厄災から守護を祈
願することが行事食のはじまりと思われる。柳田國
男も「年中行事覚書」7) において、江戸幕府の初期
に五節供（「節句」と同義）を決めて祝賀に行くべ
きものという話について、節供の目的は必ずしも腹
一杯、食べて楽しむということではなく、同じ単位
の飲食物、例えば一つ甕に醸した酒、一つの甑で蒸
した強飯、一つの臼の餅や一畠の瓜大根を、分けて
双方の腹中に入れることは、そこに眼に見えぬ力の
連鎖をつくるという古い信仰が根本にありと記して
おり、神仏とともに供することが節供のはじまりで
あったと考えられている。
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図2．調査対象の家族構成（n = 194）
表1．調査対象の職業
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図1．調査対象者の住居地区（n = 194）
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年中行事17項目について、その行事を知っている
場合の「認知」、その行事を実際に経験している場
合の「経験」について、調査結果を以下に示す。
表2から、年中行事の「認知」の割合を見てみる
と「正月」「節分」「七夕」「お月見」「クリスマ
ス」「大晦日」は約90％以上、次いで「七草」「上
巳」「節分」「彼岸(春・秋)」「端午の節句」「土
用の丑」「冬至」が約70%以上、「盂蘭盆」は約
53％と知っている人と知らない人がほほ半数であっ
た。しかし、「重陽の節句」は約16%、「春のまつ
り」「秋のまつり」も約26%と他の行事に比較して
低い「認知」であった。
「春のまつり」「秋のまつり」について「認知」
が低い理由としては、歴史的背景に神道と仏教が融
合した信仰形態の変化8) が影響していると思われ
る。
わが国は、昔から稲作が発達し定住を強いる農耕
の生活に先祖代々の観念が定着していた。その後、
江戸時代の幕藩体制により村割りがなされ、土地の
開墾を共同で行った一族郎党の血縁神が祖霊信仰を
深め、土着の自然信仰を取り入れ「神仏習合」の信
仰形態を生みだしたのである。村の共同体はまつり
という信仰行事を行い、その土地に代々住む人が慣
習に従って実務を担っていた。このような村への帰
属意識は強く万物の神に対する信仰観念も強かっ
た。人々が恐れたのは天変異変であり、豊作を祈願
することである。そこで、春のまつりや秋のまつり
などは折目・節目に生じ、それを毎年定期的におこ
なわれるようになったのである。このようなそれぞ
れの村で発生的に生じた行事は、太陽を崇める春分
や秋分の行事は仏寺のお彼岸会と習合し、神社の例
祭に吸収され村ごとの行事は神社で行う行事となっ
てきたようである。そして、明治政府による「神仏
分離」はさらに行事を変容させ、現代においては、
「春のまつり」「秋のまつり」は神社神道に位置付
けられ、「認知」が低くなったひとつの要因と推察
できる。
「重陽の節句」は、中国の陰陽五行思想から由来
した言葉であり、平安時代に観菊の宴と呼ばれ、杯
に菊の花を浮かべ酒を酌み交わし長寿を祝う行事9) 
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表2．年中行事の認知・経験状況
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である。厚生労働省の調べによると、平成21年の日
本人の平均寿命は男性79.59歳、女性86.44歳であ
る。医療技術の進歩などにより平均寿命は伸びる傾
向にある。日本には還暦という慣習があるが、これ
は60歳を迎えた人が生まれた年の干支を迎えて心機
一転始めるという意味が含まれ、赤いチャンチャン
コを着て「もう一度生まれ変わって出直す」という
祝いである。江戸時代までは人生五十年といわれる
ほど平均寿命は短かったが、近年の長生きの傾向に
より、長寿を祝う「重陽の節句」は、実質的な意味
においても人生の通過点のお祝となり、「認知」の
低い傾向を示したのではないかと推察される。
「経験」している行事については、「正月」「ク
リスマス」「大晦日」は約90%以上の人が行事とし
て経験しており、「上巳」「節分」「土用の丑」は
約70%以上の人が経験していた。その他の行事は半
数以下の割合を示した。とりわけ「重陽の節句」
「春まつり」「秋まつり」は約10%と低い値を示し
た。この結果は、「認知」同様であった。
以上の「認知」と「経験」の割合を比較し図3に
示した。その中で、現代の「年中行事」としてポ
ピュラーな行事としては、「お正月」「クリスマ
ス」「大晦日」であった。そして、約90%の人が
知っているのにも関わらず、「経験」は約50%を示
し、知っていても何もしないという行事は「七夕」
と「お月見」であった。これらの行事は遊戯的傾向
が強く、「七夕」は願い事を短冊に書き、笹竹に結
びつけて七夕飾り、「お月見」は月を拝み十五夜を
観賞する行事であり、食を共にして祝うというより
も個人の願いを尊重し、個々の嗜好性により行事と
して実践するかを決定していると思われ、親世代か
らの伝承が強く影響している行事であると思われ
た。
年中行事における行事食は、「神人共食」にあ
り、供物と御馳走は欠かせないことである。節供の
ご馳走は、季節がもたらしてくれた旬の食材などが
主流であり、「役者の新年」10) 二代目歌川国定画
（1863年）には、大皿に刺身、蓋つき器には煮物が
描かれており、旬の海の幸や山の幸をご馳走にして
いたようである。現在は、「餅」と「酒」は祝い事
には欠かせないご馳走であり、行事にも見られる共
通の食である。
年中行事食の喫食状況を表3-1，3-2に示した。
「毎年食べる」行事食としては、「大晦日」の「年
越し蕎麦」77.3%、「クリスマス」の「ケーキ」
77.3%、「お正月」の「雑煮」72.2%・「黒豆」
61.3%・「数の子」54.6%、「人日」の「七草粥」
52.1%「クリスマス」の「鶏肉・七面鳥料理」45.9%
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図3．年中行事の認知と経験の比較（n = 194）
